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小中学校における英語絵本の読み聞かせの方法とその効果について

池上　真由美

Effective Use of English Picture Books in Elementary and Junior High School

Mayumi IKEGAMI

Abstract 

　The purpose of this study is to suggest some effective methods of storytelling at school. 
Students in the 3rd grade, 6th grade, and 8th grade of 3 schools participated in this practical 
research. Eight English picture books were read aloud as morning studies （15min） in two 
different ways; using an original picture book, and using a screen to show enlarged pages. A life 
projector was used to show large images at first, then PowerPoint slides were adopted to ensure 
the brightness and clarity of the images. The use of ICT equipment helped students look at 
pages clearly from anywhere in a classroom. The results showed that junior high school students 
preferred PowerPoint slides since they were able to look at words as well as pictures. Using 
slides promoted the effectiveness of storytelling for them. The storyteller could move around 
and use his/her hands freely to make various gestures. It allowed the students to have a better 
understanding of the story from the storyteller’s gestures and facial expressions. It was obvious 
that storytelling is a very effective way to enjoy learning English, therefore, more chances for 
storytelling should be given to students at school.
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１．背景

　2022年，新高等学校学習指導要領の実施が始まり小

中高すべての校種で新しい外国語教育が導入されるこ

ととなった。小学校においては改訂３年目，中学校に

おいては２年目を迎えるが，これまでにない大きな変

化を経験している教育現場では，様々な困難が生じて

いる。まず，小中学校において，必要な教員育成が追

いついておらず深刻な指導者不足の状況に陥ってい

る。語彙数が大幅に増加したため指導時間が足りず未

消化のまま次の単元に進む傾向があり，学力の二極化

が進み，小学校においてすでに英語嫌いになり，学習
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意欲が低下している児童が見られる。書くことが小学

校に導入されたものの，十分音声に親しむ前に，教員

が書くことを求めてしまう，また，小学校における歌

やチャンツなどの指導方法が中学校で十分に生かされ

ていない。以上のような人的資源の問題や教員の指導

上の課題に関する様々な声が現場から聞こえてくる。

　これらは，新学習指導要領導入時の課題であり，次

第に解決することも考えられるが，少しでもこの移行

をスムーズに行い，小中高の接続を滑らかにする必要

があると考える。そこで，今回の学習指導要領の改訂

の目玉である外国語科のキーワードに注目したい。「目

的・場面・状況」を意識した言語活動という表現が何

度も登場し，その重要性が強調されている。しかし，

実際の授業において，この３つに十分に配慮した単元

計画を立てることは学期に２回程度が限度であり，教

科書の内容だけを消化する授業に流れやすい。

　そこで，「目的・場面・状況」がはっきりしており，

多様な表現に触れることができる絵本の活用を提案し

たい。絵本は文脈が明確であるため，場面や状況を説

明する必要がなく，絵や文から推測しながら読み進め

ることができる。小学校では，読み聞かせを中心に，

中学校では，読み聞かせから自立読みにつなげる活動

を中心に絵本を活用することで，大量の単語や表現に

無理なく，楽しみながら触れさせることが可能にな

る。

　筆者が，ある読みきかせボランティア団体の会議に

参加したときのことである。そこでは，読み聞かせに

使った本を，後で児童が手に取ってみることができる

ようなコーナーを図書室に設置したらどうかという提

案がなされた。読み聞かせでは，読み手の声と絵本の

絵を中心に進めるが，絵本の絵を楽しみに聞く児童が

多い。児童は読み手を囲むように座るが角度によって

は見えにくい場所ができる。児童が見やすいように提

示することが重要であるというのが提案の趣旨であっ

た。

　英語の絵本となると，見やすい提示方法はさらに重

要になると考える。英語の絵本には，児童の知らない

単語が多く出てくる。児童は，音声と絵を手掛かりに

お話の内容を推測し，ストーリーや英語の音・リズム

などを楽しむ様子がうかがえる。図書館などでは，絵

がよく見える大型絵本を活用して読み聞かせをしてい

るが，高価であるため，多くの大型絵本を揃えること

は難しい。

　そこで，小学校の普通教室に設置された実物投影機

を使い，絵本のページを大きく映して読み聞かせを

行ったところ，視覚を通しての情報が得やすくなり，

最後まで集中して聞く児童が増える傾向が見られた。

　本研究では，小学校の文化である絵本の読み聞かせ

を中学校にも取り入れ，豊かな言語体験につなげる方

法を提案したい。そのために，小学校・中学校のそれ

ぞれの発達段階に適した絵本の提示方法，選書の観

点，読み聞かせの留意点に重点をおいて研究を進めて

いく。

２．先行研究

　新学習指導要領のもとに作成された小学校中学年

用補助教材，『Let’s try! 1』では，最終章に“In the 

Autumn Forest”という絵本の教材が導入されている。

また，高学年用の『We Can! 2』にも，“Story Time”

として，続きものの物語が各章に掲載されている。そ

の後，新しく編纂された教科書の中でも絵本が積極的

に取り入れられ，絵本を活用する活動が今大変注目さ

れるようになってきた。アレン玉井（2010）は，絵本

は場面設定がはっきりしており，意味のある文脈の中

で大量の英語をインプットすることを可能にし，絵を

手掛かりとして，日本語を介さずに意味を推測しなが

ら聞き続ける力を育てることができる大変有効な指導

方法だと述べている。

　英語絵本の活用に関する研究は，小学校における読

み聞かせについて行ったものが多く，主に次の３つの

分野に分けられる。①絵本の選定方法について，②読
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み聞かせの手法について，③読み聞かせの環境作りに

ついて，である。①②の分野においては，様々な報告

がなされているが，③の分野の研究は最も少ない。

　①の絵本の選定について，エリスとブルースター

（2008）は，教材用として書き替えられていない「本

物の絵本」（authentic storybooks）は，現実のコミュ

ニケーションを反映しており，読書意欲を向上させる

と考え，その活用を推進するために，絵本をジャンル

別，トピック別，英語のレベル別に分類したチャート

を作成した。さらに，言語教育の目的を言語的・心理

的・認知的・社会的・文化的という５つに分け，目的

に応じた選定基準表を作成し，絵本を核とした教科横

断的学習や発展学習につなげるコースデザイン例を提

案している。

　松浦・伊東（2012）は，児童に対して，リズム，繰

り返し，ストーリーの簡潔さ，絵と言葉の適合の４点

を基準に選んだ11冊の絵本を読み聞かせ，理解力，興

味・関心，聞こうとする態度・意欲について小テスト

とアンケートを３回実施した。その結果，それぞれの

項目について回を重ねるにつれて向上が見られたと報

告している。また，児童がよいと感じる絵本の特徴と

して，「心地よいリズムがある」，「場面設定が何度も

繰り返される」「ストーリーが簡潔で予測しやすい」

という３点をあげている。さらに，児童が選んだ上位

３作は，いずれも教材用として作られたものでなかっ

たことから，児童は海外で刊行された「本物の絵本」

をより好むと結論づけている。

　②の読み聞かせの手法について，萬谷（2009）は，

３人の教師の読み聞かせにおける発話を分析し，教師

の英語による問いかけが有効であることを検証してい

る。また，大川（2014）は，低・中・高学年の児童へ

の読み聞かせの手法について研究し，低学年では身体

表現を，中学年ではグループ活動を取り入れることが

有効であることを検証した。

　吉村（2017）らは，小学校２校の５年生児童を対象

に，半年間読み聞かせを続けた後，アンケート調査を

行い，事前事後の変容を調べた。その結果，外国語に

対する興味や英語絵本への興味をもつ児童の割合が増

えたことを報告している。また，結果の分析から，あ

らすじや話の展開を類推させるための手法７点と参加

型の雰囲気作りのための手法３点，さらに，環境作り

の留意点として，天候や絵本の材質による見えにくさ

を防ぐための遮光用カーテンの使用を推奨し，後ろや

端に座る児童にもよく見えるように，実物投影機，ス

ライドショー，ブックスタンドなどの活用についても

言及している。

　③の環境作りに関する研究について，田縁（2010）

は，電子黒板を使ってその効果の検証を試みている

が，行動観察による見取りによる方法をとっており，

量的な分析はなされていない。

　以上より，読み聞かせの環境作りの重要性が指摘さ

れる一方で，環境に関する要因についての量的研究が

十分されていないことが課題として残っている。そこ

で，本研究は，全員の児童生徒にとって見やすく，楽

しめる読み聞かせの環境作りに焦点をあて，その要因

を明らかにしていきたい。また，絵本の選書と読み聞

かせの留意点についても，先行研究の結果と比較検討

し，より効果的な方法を考察したい。

３．研究目的と仮説

　本研究では，大型スクリーンを使用して英語絵本の

読み聞かせをすることは児童生徒の聞く意欲を持続さ

せることに効果があるという仮説の元，絵や文字を拡

大して提示することの効用について検証を試みる。ま

た，小中の異学年の児童生徒を対象として読み聞かせ

を行い，発達段階による効果の違いを検証し，それぞ

れの学年に適した読み聞かせの留意点，選書の観点に

ついても明らかにする。
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４．研究方法

（1）絵本の提示方法

　小学校の中学年（３年生）・高学年（６年生）及び

中学校（２年生）において，２つの方法で絵本の読み

聞かせを行い，アンケートの結果を比較する。１つは，

従来通りの方法で，絵本の実物を使って読み聞かせを

行う。他方は，実物投影機あるいはパワーポイントを

使用して大型スクリーンに投影して読み聞かせを行う

（表１）。小学校では，読み手の周りに児童が集まり，

椅子を使わずに聞く形態に統一し，中学校では，各自

の机にすわったまま聞くという体制で実施した。より

多くのデータを収集するために，小学校では２校の児

童を対象に，中学校でも２校を予定していたが，コロ

ナ禍のため，１校のみの実施となった。

　読み聞かせは，朝学習（15分間）で行い，絵本７～

８分，アンケート５分というように時間配分をした。

また，読み方に差が出ないように同一の読み手が行

い，絵本を読む前後のやり取りなども統一し，学年に

より実施方法に差異が出ないようにした。その際，児

童生徒の反応や発話を観察・記録し，効果的な読み聞

かせの手法，選書の観点，環境づくりにおける留意点

を検討するようにした。

表１　読み聞かせ方法の違い

　毎回の読み聞かせの後，表２の５項目について４件

法でアンケートをとり，比較分析を行った。また，全

16回の読み聞かせ終了後，最終アンケート（表３）を

とり，読み聞かせの留意点について検討した。

表２　事後アンケートの質問項目

①　今日の読み聞かせは，楽しかったですか？
②　絵本の内容は，わかりましたか？
③　今日の読み聞かせは，聞きやすかったですか？
④　絵本の絵は，見やすかったですか？
⑤　これからも英語のお話を聞きたいですか？

（2）絵本の選書

　絵本は，絵がはっきりとしていて見やすいもの，歌

やチャンツ，クイズを入れて児童生徒が参加しやすい

もの，生活体験が似ており，メッセージ性があるもの

などを中心に８冊選んだ（表17，18）。中学校では，

メッセージ性の高いもの２冊に変えたが６冊は共通し

ている。最終アンケートにおいて，印象の残った絵本

３冊について尋ね，児童生徒の好む絵本の傾向を分析

した。

表３　最終アンケートの内容

（1）　 絵本のぺージを直
ちょくせつ

接見るのと，スクリーンで見る
のと，どちらがわかりやすいですか？

（2）　 絵本のぺージを直
ちょくせつ

接見るのと，スクリーンで見る
のと，どちらがすきですか？

（3）　 読み聞かせのとき，大切だ（見えたらいい，あっ
たらいい）と思うものは何ですか？

（4）　 次の８冊の絵本の中から，心に残っている本を３
冊選んで○をつけてください。

（5）　 ８回の読み聞かせについての感
かんそう

想・意
いけん

見・要
ようぼう

望な
どを自由に書いてください。

（6）　英語の絵本コーナーの本を読みましたか？
（　　　）冊　　　【中学校のみ】

５．結果と考察

（1）絵本の提示方法

１）小学校における実証実験１

　岡山県総社市のＡ小学校において，2019年９～ 12

月に３年生，６年生に対して読み聞かせを行った事後
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アンケート結果は表４，表５の通りである。

表４　Ａ小３年生 事後アンケート結果　N＝16

表５　Ａ小６年生 事後アンケート結果　N＝23

　表４・５が示すように，１回毎にとった事後アン

ケートでは，各項目の数値のほとんどは，両学年とも

3.5以上と非常に高く，スクリーン使用の有無にかか

わらず，楽しさ，わかりやすさ，聞きやすさ，見やす

さの項目において高い満足感が得られたと言える。ま

た，項目⑤の数値からも次の読み聞かせへの期待感も

同程度だった。実物投影機を使っての読み聞かせは，

実物絵本と同程度の満足が得られたことがうかがえ

る。それぞれの学年の平均値の差についてマン・ホイッ

トニーのＵ検定を行ったところ，いずれの回のどの項

目においても，平均値は３以上で高いことから，有意

な差は認められなかった。

　一方，16回全てを終えた後の最終アンケート結果

（表６・表７）には，学年により大きな差が見られた。

最終アンケート項目（1）（2）は4件法で，（3）は複数

回答，（5）は自由記述で行った。また，（1）（2）につ

いては，理由を書く欄を設けた。

表６　 Ａ小 最終アンケートの比較（わかりやすさ） 
３年生：N＝16　６年生：N＝23　単位％

表７　Ａ小 最終アンケートの比較（好ましさ）

　「どちらがわかりやすいですか？」という質問（1）

に対して３年生では，56%の児童がスクリーンと答え

ているのに対して，６年生の児童の50％は直接見る方

がわかりやすいと答えている。（表６）また，「どちら

がすきですか？」という質問（2）においても，同じ

傾向が見られた。その理由を調べると，３年生児童の

多くが，スクリーンは，「大きく見える」，「見やすい」

と回答しており，６年生の児童は，「色が薄い」，「絵

が暗く見える」というデメリットを挙げていた。６年

生の中には，直接絵本を見る利点を，「生で見ている

感じで本の中に入っていける」「今どこの場面だなと

思える」等の言葉で表現した児童もいた。これは，絵

本のページをめくることで絵本の世界に入りやすい，

臨場感を得やすいというメリットがあることを示唆し

ていると考える。

　次に，最終アンケート，質問（3）において，読み

聞かせのとき，大切だ（見えたらいい，あったらいい）

と思うものについての結果を図１に示す。

　３年生は，歌やチャンツ，ジェスチャー，絵の見や

すさ，声の聞きやすさなどの聴覚情報や視覚情報をよ

り重視しており，６年生は，絵の見やすさや声の聞き

やすさに加えて，読み手の表情や事前のやり取りと
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いった項目を選んでおり，内容についての見通しをも

つことを重視している傾向が見られた。

図１　Ａ小 読み聞かせで大切なもの　（単位％）

　また，読み聞かせ中の児童の行動観察から，３年生

は，視点を移動させることが少なく，スクリーンに集

中しており読み手の表情やジェスチャーに目を向ける

ことが少なかった。反対に，６年生は，スクリーンと

読み手を交互に見ることができ，視点を自由に移動さ

せながら聞いていた。６年生は，絵本のページだけで

なく，読み手の表情も手掛かりとして活用して内容を

理解したり，ストーリーを推測したりしていることが

予想される。

　このＡ小学校での実証実験により，３年生の児童に

とっては，視覚情報は大きなリソースであり，実物投

影機で大きく映すことは有効であることがうかがえ

た。また，６年生については，スクリーンの画質が確

保できなかったため，結果に影響を与えたことも考え

られ，この点はさらに検証が求められる。

２）中学校における実証実験

　総社市のＢ中学校において，2020年４～７月，２年

生を対象にＡ小学校と同様の実証実験を行った。今回

は，実物投影機を使用せず，絵本のデータを取り込

み，パワーポイントでスクリーンに投影する方法を

とった。これにより，より明るく鮮明な画像を提供す

ることが可能になった。

　中学校では，自力で文章を読むことが求められる。

そこで，事後アンケートに，読書意欲，自立読みとの

関連を調べるために，調査項目⑥「今までに，自分で

英語の絵本を読んだことがありますか？」，⑦「自分

で英語の絵本を読んでみたいですか？」を加えた。そ

の結果は表８の通りである。

表８　Ｂ中２年生 事後アンケート結果　N＝16

**

**p<.01

　Ｂ中学校でも，スクリーンの有無にかかわらず，

①～③及び⑤の項目では，同程度の満足度が得られ

た。項目④の見やすさについては，Ａ小学校の結果と

違い，Ｕ検定の結果，有意水準１％でスクリーンの方

が見やすいという結果となった。

　中学生の最終アンケート結果は，次の通りである。

表９　Ｂ中 事後アンケート結果（わかりやすさ）
　　　　　　　　N＝16　　　　　　単位％

表10　Ｂ中 事後アンケート結果（好ましさ）
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　中学２年生は，わかりやすさでは，80％の生徒がス

クリーンを選んでいる。また，好ましさにおいて54％

の生徒がスクリーンを選んでおり，大きく映すメリッ

トをより強く感じていることがうかがえる。中学校で

は，パワーポイントで絵本を提示したため，より鮮明

な視覚情報を得ることができたため，高い数値になっ

たと考える。

　また，図２より，読み聞かせで中学生が重視してい

る項目は，声の聞きやすさ，絵のみやすさ，ジェス

チャーが多く，次に，読み聞かせの前後のやり取り

や，読み手の表情を40％程度の生徒が選んでいた。

　この結果より，中学生は，絵や声といった視覚情

報，聴覚情報に加えて，読み聞かせの前後のやり取り

や，ジェスチャー，読み手の表情なども重視しており，

多様なリソースを活用して内容を理解しようとしてい

ることがわかる。

図２　Ｂ中２年生 読み聞かせで大切なもの （単位％）

３）小学校における実証実験２

　Ａ小とＢ中の実践より，パワーポイントを使ってス

クリーンに映すことは，絵の見やすさを向上させ，他

の点でも実物と同程度の満足感が得られることがわ

かった。次に総社市のＣ小学校において，2020年４～

12月に３年生，６年生に対して実証実験を行った。実

験方法は，Ｂ中学校の場合と同様にパワーポイントに

より映像をスクリーンに映す方法をとった。ただ，こ

の実験はコロナの感染状況悪化により，すべての実験

をすることができず，８回目の読み聞かせを中止せざ

るを得なかった。参考までに，Ｃ小学校の６回目まで

のデータを整理し，Ａ小学校の結果と比較してみたい。

表11　Ｃ小３年生 事後アンケート結果　N＝26

*

*p<.05

表12　Ｃ小６年生 事後アンケート結果　N＝21

　表11から，Ｃ小学校３年生では，スクリーンを使用

した場合，見やすさに有意な差が見られたが，６年生

では，スクリーンの有無による違いが確認できなかっ

た。しかし，全体的傾向は，Ａ小学校と似ており，ど

ちらの方法でも，ほとんどの項目において3.5 ～ 3.8と

いう高い数値が得られており，読み聞かせを楽しんで

いる様子がうかがえた。

　読み手の周りに集まって聞く小学校においては，ス

クリーンに大きく映す方法は，やや見やすくなる以外

はそれほど大きなメリットとして認められなかった

が，教室全体に広がった状態で聞く中学校では，見や

すいという点でより大きなメリットとなっていること

が示唆された。

　表13は，３校の事後アンケート項目間の相関を調べ

るために，スピアマンの順位相関係数を算出し，実施

校別に「見やすさ」と他の項目との関連をまとめたも

のである。

　Ａ小学校３年生では，スクリーンを使用しない場合，

「見やすさ」と他の４項目との間に有意水準１％で高
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い相関が見られた。

　Ａ小学校６年生においては，スクリーンの有無にか

かわらず，「見やすさ」と他の項目との相関が見られ，

「聞きやすさ」と「これからも聞きたい」との相関が

やや高かった。

表13　「見やすさ」と他の項目との相関係数

＊ P<0.05　 ＊＊ P<0.01

　Ｃ小学校３年生の結果では，どちらの条件でも，す

べての項目間で高い相関が見られた。特に，スクリー

ンがある場合，「聞きやすさ」と「これからも聞きた

い」との相関が高いことから，見やすさが確保される

と，聴覚を使って楽しむことができ，今後の意欲に結

びつくことがうかがえる。

　Ｃ小学校６年生とＢ中学校２年生においては，スク

リーンを使用しない場合，すべての項目と相関があっ

た。

　３つの実施校の結果より，どの条件においても「見

やすさ」と最も相関がある項目は「聞きやすさ」であっ

た。視覚情報が確保されると，聞くことに集中できる

ようになるのではないか。逆に，スクリーンを使用し

ない場合は，「楽しさ」と「これからも聞きたい」の

項目に「見やすさ」の影響が強く出ている。拡大して

見やすさが増すことで，集中力が増し，それに伴って

楽しさや今後の意欲が増すと考えられる。

　また，中学校においては，「見やすさ」と「自分で

読みたい」の間に相関がなかった。自分で読もうとす

る意欲を喚起するためには，さらに別の手立てが必要

とされることがうかがえる。

　以上の結果より，「見やすい」ことが楽しさ，わか

りやすさ，聞きやすさ，これからも聞きたいとの思い

と有意に関連していることが明らかとなった。絵本の

見やすさの条件をコントロールすることは，聞くこと

に集中して絵本を楽しむことにつながり，児童生徒の

「楽しかった」，「わかった」という実感が次への意欲

を引き出すと考えられる。

　加えて，中学校においては，絵本の読み聞かせを楽

しむことと自分で読みたいと思うことの間には，隔た

りがあることが示唆された。

４）最終アンケートの分析

　Ａ小学校とＢ中学校の最終アンケートにおける理由

の自由記述を分析・比較をしてみると次のような結果

が得られた。

　表14と表16における（3）の理由の記述より，スク

リーンを使用し，大きく映すことの最大のメリット

は，絵が見やすくなることであり，教室のどの位置か

らも見やすいという点が挙げられる。高学年と中学校

の生徒は，絵だけでなく文字にも注目しており，内容

理解の手がかりとして活用していることがわかる。実

物投影機を使用した場合は，光量が足りず，画面が暗

くなってしまうというデメリットがあったが，パワー

ポイントを使用して行った場合は，そのデメリットを

解消することができた。一方，６年生児童の回答より，

実物の絵本を選ぶ理由として，スクリーンを使用する

と，ページをめくる期待感が得られず絵本ならではの

臨場感が薄いというデメリットが生じることもうかが

える。
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　これらの結果より，中学校のように移動せずに自分

の座席で聞く場合やより多くの児童生徒が参加する場

合は，機器を使ってスクリーンを使用することは，見

やすさという点でより大きなメリットになると言え

る。

表14　Ａ小３年生による理由の自由記述　N＝16

表15　Ａ小６年生による理由の自由記述　N＝23

　中学校の最終アンケートでは，教室に設置した絵本

コーナーの本を読んだかという質問に対して，40％の

生徒が「はい」と答え，一人当たり，1.3冊の絵本を

読んでいたことがわかった。毎回の読み聞かせに使っ

た絵本の他のシリーズ本，同じ動物が主人公として登

場する本，同様のメッセージをもつ本等を２～３冊紹

介し，教室の後ろに常設した英語絵本コ―ナーに置く

ようにし，自分で好きなときに絵本を手にとって読む

ことができる環境を整えた。その結果，４割の生徒が

自分から読むという行動とっており，絵本が英語に興

味をもつきっかけとなる可能性を示している。中学校

では，読み聞かせはあまり行われておらず，教員によ

る読み聞かせの研究もほとんど見あたらない。しか

し，絵本の読み聞かせは，生徒に自分でも読めそうだ

という実感をもたせることができ，自立読みにつなげ

るきっかけとして有効なのではと考える。

表16　Ｂ中２年生による理由の自由記述　N=16

（2）絵本の選書

　表17，18は，小中で読み聞かせに使用した絵本のリ

ストである。
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表17　小学校における選書

表18　中学校における選書

　最終アンケートの結果，小中学生に選ばれた絵本の

１・２位は同じであった。

表19　児童生徒の印象に残った本（Ａ小・Ｂ中）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：％

　人気ベスト１は，“Good Night Gorilla”，ベスト２

は，“Skelton Hiccup”であり，小中ともに６～７割

の児童生徒が選んでいた。この２冊の共通点として，

ストーリーが単純でわかりやすく，使用されている語

彙が平易なものである，同じリズムや場面の繰り返し

がある，また，ユーモラスで周りと温かい関係性をも

つ登場人物が描かれていることが挙げられる。また，

２冊とも英語圏で刊行された「本物の絵本」であるこ

とも，松浦・伊東（2012）の研究結果を支持するもの

であった。

　３～６位は，学年によりばらつきが見られたが，歌

やチャンツが取り入れられたものが多い傾向が見られ

た。

　小中に共通した選書の観点については，わかりやす

く，児童生徒が共感しやすい内容のものが好まれると

言える。また，温かい人間関係が描かれている内容で

あるかも選書のポイントとなる。

　また，特に小学校中学年の児童にとっては，図１の

結果からもわかるように，歌やチャンツといった参加

型の活動を取り入れることができるという点も重要な

選書の観点と言える。

（3）読み聞かせの留意点　

　児童生徒の行動観察を通して気付いた留意点につい

ては，読み聞かせの前後のやり取りの重要性が挙げら

れる。読み聞かせの前に，内容に関する予告を兼ねた

やり取りをすることで，児童生徒の関心を高めること

ができた。また，内容に関連した生活体験を問うやり

取りも，絵本の世界をより身近なものとして感じさせ

る効果があった。さらに，読み聞かせをした後，内容

の振り返りにつながるやり取りをすることは，お話の

メッセージをより強く印象付ける効果があった。

　読み聞かせの最中では，声のトーンが大切になる。

小学校中学年の児童は，読み手の表情まで目を配るこ

とが難しいため，特に読み方に変化をつけて行う必要

がある。高学年児童や中学生は，読み手の表情やジェ

スチャーにも目を向けることができるので，体全体で

伝えるとより効果的である。その点，スクリーンを使

用すると，立った状態で手を自由に使うことができ，
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読み手が移動しながら多様なジェスチャーを用いて表

情豊かに読み聞かせができるというメリットが生まれ

る。

　語彙や内容が難しい場合は，思い切ってアレンジを

加え，児童生徒の様子を見ながら，難易度を調整する

ようにした。文字を見ながら読むというより，内容を

しっかり頭に入れて，聞き手の反応に応じて話しかけ

るように伝える手法が効果的であった。「読み聞かせ」

というより，むしろ「語り聞かせ」と表現した方がふ

さわしいかもしれない。

　読み聞かせの際，児童生徒の集中力を持続させるポ

イントは，ところどころに簡単な質問を差し込むこと

である。質問の内容は，絵について，自分の経験につ

いて，これからのストーリー展開についてなど，様々

な問いかけが考えられる。質問した際，児童生徒の推

測力のよさや感性の鋭さに驚かされることが多かっ

た。聞き手から想像力豊かな反応を引き出すような質

問を用意して読み聞かせに臨むことが，児童生徒の集

中力や意欲を向上させることにつながると考える。読

み聞かせとは，語り手と聞き手が一緒にお話の世界を

創り上げる協働作業とも言えるのではないか。読み聞

かせでは，読み手の感じ方が聞き手に直接伝わるた

め，読み手自身も楽しんで読むことが重要である。児

童生徒を巻き込むような質問ややり取りの仕方を工夫

することは，より効果的な読み聞かせにつながると考

える。

表20　読み聞かせのポイント

（1）　読み聞かせ前後のやり取り
（2）　読み手の表情，ジェスチャー，声のトーン
（3）　難しい語彙の言い換え
（4）　ストーリー展開や絵についての質問

６．今後の課題

　本研究により，大型スクリーンを使用して絵や文字

を拡大して読み聞かせをすることは，児童生徒が聞く

ことに集中して内容を理解し，絵本を楽しむことにつ

ながるという効果があることをある程度検証すること

ができた。明るさを確保するため，実証実験の途中で

実物投影機からパワーポイントに機器を変更した点や

感染症のため実験回数が異なる点など，２小学校間に

おける条件統制が不十分であることが課題として残る

が，今後も引き続きデータ収集を続けることで，調査

の信頼性を高めていきたい。

　これまでの研究結果より，読み聞かせは，小中学校

において英語の音や文字に興味をもたせたり，英語学

習へのきっかけを作ったりすることに効果があること

が確認できた。しかし，実際の授業では，教科書の内

容を消化することに手一杯で，積極的に絵本を取り入

れている教員は少ない。自分で読む自信がない場合は，

ALT等を活用することもできる。今回は，朝学習で

取り組んだが，授業の中で気軽に取り入れることで，

授業の質を上げることができると考える。　　

　今回，初めて中学校での読み聞かせを試みたが，中

学校の教員から，他の学年の生徒にも読み聞かせをし

たいという声が上がった。生徒の最終アンケートにも，

「読み聞かせは小学生のとき以来で新鮮だった。」とい

う感想が見られた。英語が苦手な生徒が増加する中学

校において，読み聞かせは，生徒の興味関心を喚起

し，学習意欲を持続させる効果を発揮するのではない

か。現在も感染症の収束が見通せない中，小学校にお

いても，十分なスペースを確保した状態で読み聞かせ

をするために，スクリーンなどの機器の活用は，大き

なメリットとなる可能性をもっていると言える。　　

　一方，読み聞かせから自立読みにつなげるために

は，さらに具体的な取組が必要であることがわかった。

英語の絵本コーナーを設置する以外にも，読むことへ

の興味を高めるための手立てを工夫することが求めら

れる。

　絵本の選書については，海外で刊行されているメッ

セージ性の高い絵本の収集を積極的に行い，小学校高

学年や中学生も楽しめる選書を進めていきたい。読み
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聞かせの体験は，児童生徒が「自分にも英語がわかる，

楽しい。」と感じることができる貴重な体験である。

絵本の活用は，お話の文脈を通して，児童生徒が明確

に「目的・場面・状況」を意識しながら，様々な英語

表現に触れることを可能にし，児童生徒が他者と積極

的にコミュニケーションをとろうとする意欲につなが

るのではないか。教員がもっと気軽に楽しんで取り組

むことができるような様々な手立てを提案していきた

いと考えている。
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